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人生を輝かせる山登りのススメ（第57回）

冬に楽しむオモシロ植物観察
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2月に入ってウメの花の開花も見られるようになり、春が待ち遠しい時期となりました。執筆時点では平均気温が全国的に高
いと予想されているため、もしかすると今年は春の芽吹きが早まるかもしれません。例年なら、まだまだ多くの植物は休眠状
態。でも、実はこの時期にしか見られない植物たちの面白い表情があります。今回は身近に見られる植物を観察しながら歩
いてみましょう。

動物の顔のような葉痕と冬芽

厳しい冬が来る前に葉を落とす落葉樹。冬は枝だけのシンプルな姿になります。「冬枯れ」とはいっても、もちろん枯れてい
るわけではなく、春に葉や花になる芽を枝先に付けて準備をしています。芽の形や大きさは種類によってさまざま。この時
期に葉が落ちた跡の葉痕（ようこん）や冬芽（ふゆめ・とうが）をじっくり見てみると、動物の顔に見えるものもあり、とっても面
白いんです。

その代表格がオニグルミです。九州から北海道まで広く自生するクルミ科の植物で、実は食用にもなります。そのツンツンと
伸びた枝先にある葉痕を見てみると……まるでヒツジの顔のよう。頭の上には王冠のような形をした冬芽が乗っています。
葉痕は平べったい顔だったり、瓜実顔だったりと、1つひとつ表情が違うのもポイントです。

オニグルミの葉痕と冬芽（左）。枝先だけでなく、その下にもヒツジの顔のような葉痕が並んでいる。オニグルミの落ち葉の付
け根（右）。乾燥していて分かりづらいが、凹凸が葉痕と一致する

ところで、どうして葉痕が顔のように見えるのか考えてみましょう。目や口や鼻のように見える部分は、春から秋の初めにかけ
て葉に栄養や水分を送っていた維管束（いかんそく）という管の跡なのです。秋になると、葉と枝の境目にコルク質ができて
維管束を閉じ、葉を落とす準備が始まります。そして、準備が整うと、葉がポトリと離れるのです。あらかじめ傷口を塞ぐことで
乾燥や病気から木を守っているのですね。

ほかにもツヤツヤのあめがかかったような赤い冬芽にハートや三角形の葉痕を持つトチノキ、丸い帽子のような冬芽とにっこ
り笑顔の葉痕がかわいいセンダン、ガクアジサイ（葉痕が遠くを見つめる顔のよう）、サンショウ（サルに似ている）、つる植物
のクズ（パンダのよう）など、身の回りで見られる植物にも面白い表情の葉痕・冬芽があるので、ぜひ、見つけてみてください
。そして、お気に入りの葉痕・冬芽が見つかったら、それがどのように芽吹き、葉を広げて落葉するのか、一年を通して観察
するのも楽しそうです。
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赤くて大きなとんがり帽子の冬芽はトチノキ（左）。細かい毛が密集したセンダン（右）

超・地味な花を付けるカンアオイ

さて、真冬に咲く花は少ないですが、温暖な地方ではツバキやサザンカが有名です。赤くて大きな花が目を引きますね。そ
れに対して、ほとんど人の目に触れることなくひっそりと咲く花もあります。カンアオイ（ウマノスズクサ科）です。

千葉や静岡など、比較的温暖な山地の林床で見られる多年草で、下草が枯れている中、カンアオイの葉は冬でも濃い緑を
保っているので見つけやすいでしょう。葉がアオイ（葵）に似ているのが名前の由来ですが、その白い斑文が美しい葉をそ
っとかき分けて根元を見ると、3片に分かれた地味な花を見ることができます。正確に言うと、花びらのように見えるのは萼（
がく）が筒型になったもので、その奥に雄しべや雌しべが入っています。

カンアオイの葉（左）と土に埋もれるようにして咲く花（萼片・右）。筒状の部分に雄しべと雌しべが入っている

それにしても落ち葉や地面に埋もれるように咲いていて、色も地味では、受粉を助ける虫も来てくれないように思います。で
も、カンアオイの仲間であるタマノカンアオイは、萼をキノコに擬態させ、独特な匂いでハエの仲間を誘い、受粉に利用して
いるのだとか。これも生き残る作戦なのですね。

地域にもよりますが、カンアオイの花期は秋から春にかけてと比較的長いです。林床でカンアオイの葉を見つけたら、そっと
根元をのぞいてみましょう。風変わりな花を見られるかもしれません。

こんなに寒くても大丈夫？シャクナゲの花芽と葉… 続きを読む
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